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グループディスカッション① 授業研究入門：そもそも授業を研究するって？



授業研究の構成要素と過程

1．目標設定と実態把握
及び計画立案

研究主題の設定

藤井斉亮（2014）．理論構築の方が領域としての算数・数学科における授業研究（2）：授業研究の構成要素と構造の特定．日本数学
教育学会第2回春期研究大会論文集．p.113． 2

2．学習指導案の
検討と作成

目標の学習指導案化

3．研究授業

観察と資料収集

4．研究協議会

観察収集した資料に
基づく研究協議・評価

5．振り返り

反省と研究紀要等
の作成・発行



学習指導案の役割

指導案の役割には，次の4つがある。

①授業者が，授業のねらいや展開等，前もって研究授業の構想を練るため

②観察者が，研究授業の概要を前もって理解するため

③教材の効果的な扱い方や新しい指導方法の具現策などを研究するため

④新しい指導内容の取り扱い方，新しい指導方法を多くの教員に広めるため

橋本吉彦・坪田耕三・池田敏和（2003）．今，なぜ授業研究か．東洋館出版社．
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学習指導案を書く～本時の主張～
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お茶の水女子大学附属中学校（2018）．平成30年度第8回帰国生教育研究協議会（第2次案内）．

指導案で授業者は本時の主張を明確にするために，研究主題を見つける必

要がある。例えば，研究主題には「理解の困難性」「数学的な表現力の育

成」等の教科の学習指導上の障壁や「学校教育目標の実現」「情報活用能力

の育成」等の学校・地域等の教科等横断的な課題など様々あろう。授業を通

してその主題にどう迫るかが授業研究の柱となる。見つけた主題と克服策は，

本時の主張として指導案の「教材観」等の項目に明記する。



学習指導案

主題と

克服策
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何が課題か？
・実態面
・学習指導面

…

どんな問題か？

背景にある
数学は何か？

どのような
手立てを
講じるか？



学習指導案を書く～本時の目標～
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また，本時の目標を定め，授業者の発問やそれに対する学習者の反応を予想し，

評価や手立てを検討することが大切である。まず，本時の主張に沿って，学習者に

身に付けさせたい資質・能力を「本時の目標」等の項目に明記する。目標の主語を

学習者とし，評価規準と関連付けておくことで，授業後には目標を授業でどの程度

達成できたかを学習者の具体的な姿から判定しやすくなる。

次に，どのような流れで学習指導を進めていくのかを「本時の展開」等の項目に

明記する。授業者の発問・指示と学習者の振る舞い，それらの関連を時系列表へ具

体的に整理し，机間指導の着眼点や板書計画も示せば，授業者は安心して授業を進

めることができる。展開については，どのツールを教具や文房具としてどう用いれ

ばよいかについて，ICTを含めて多面的に検討しておきたい。
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学習指導案

本時の目標

・学習者を主語にする。
・学習者が何をどのようにすることを目指しているのか。
（資質・能力の３つの柱のうち，主にどれか。）

・学習指導要領や教科書等との関連を図る。
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学習指導案

本時の展開

・「欠かせない発問」と「予想される生徒の反応」
・事前にどう留意，配慮しようとしているのか。
・どんな反応にどう価値付けて，どう手立てを講じるか。



学習指導案を書く～事前検討～
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同僚，地域の研究会などの共同研究者と指導案を複数回練り，

多くの観点から検討することで，授業が磨かれていく。

また，学習指導要領解説や学会誌，書籍，紀要などの文献から理念や

関連実践を参考にすると，主張が一層明確になる。先行研究には

敬意を表し，特に重要なものは指導案に明記したい。

前年度の実践



学習指導案を書く～事前検討～
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同僚，地域の研究会などの共同研究者と指導案を複数回練り，

多くの観点から検討することで，授業が磨かれていく。

また，学習指導要領解説や学会誌，書籍，紀要などの文献から理念や

関連実践を参考にすると，主張が一層明確になる。先行研究には

敬意を表し，特に重要なものは指導案に明記したい。
どこからどこまでが
オリジナルなのか？

授業設定の背景にはどのような
考え方や根拠があるのか？



学習指導案を読む～事前の解釈・予想～
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観察者 ： 指導案を事前に読むことで，授業者の発問や考えの取り上げ方

の意図などを知ることができる。また，扱う問題を事前に解いたり，主張な

どについて授業者と事前に協議したりできれば，授業や学習者に対する着眼

点が一層明確になり，授業後の研究協議会にも活かされる。

指導者と学習者の
両方の立場で参観
できる。



研究授業へ臨む～授業者～
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初任時代の先輩教師からの助言

「深く教材研究しておけば，指導案を見なくても研究授業はうまく進む。

授業者は目標と主張だけは忘れず，それ以外の指導案の内容は一旦忘れて

生徒と楽しもう」

授業者は，指導案は一旦頭の隅に置いておき，

学習者の反応をしっかり見て，予め設定して

おいた本時の目標に向けて研究授業を楽しむ

ようにしたい。



研究授業へ臨む～観察者～
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観察者は，授業者と学習者の取組を尊重し，授業者の

発言や板書，着眼した学習者の反応，発言，変容などの

事実を記録し，協議会に生かす。授業中に学習者へ声を

掛けるなどせず，多くの情報を収集できるよう観察に

専念する。



研究協議会へ臨む
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研究協議会には，授業者と観察者は互いの成長を願って臨みたい。観察者

は，授業者と学習者に感謝しつつ，司会が示す主張などの論点に沿って，質

問，意見，代案を，授業中の事実を基に積極的に表明したい。指導助言者に

よる豊富な経験に基づいた専門性の高い講話から，多くのことを学ぶことも

できる。

授業研究の一連の過程を通して，授業者，観察者，

共同研究者の各々が新たな成果と課題を見いだし，次に

つなげられれば，望ましい授業研究といえる。



1．目標設定と実態把握
及び計画立案

研究主題の設定

藤井斉亮（2014）．理論構築の萌芽領域としての算数・数学科における授業研究（2）：授業研究の構成要素と構造の特定．日本数学
教育学会第2回春期研究大会論文集．p.113． 15

2．学習指導案の
検討と作成

目標の学習指導案化

3．研究授業

観察と資料収集

4．研究協議会

観察収集した資料に
基づく研究協議・評価

5．振り返り

反省と研究紀要等
の作成・発行

多くの
観点から

教科の学習指導
上の障壁

学校・地域等の
教科等横断的な課題

事前に読む,
問題を解く

新たな成果
と課題

観察に専念

生徒主語の教
材研究と目標

事実を基に
互いの成長
を願う(感謝)

子どもを
よく見る

生徒の多様
な反応予想

先行研究の
引用・参考

授業研究の構成要素と過程


